
【
資
料
名
】
讃
岐
国
白
糖
製
造
図
・ 

 
 

 
 

 

同
三
盆
糖
製
造
之
図 

（
諸
家
１
４
文
書 

１
） 

【
年
代
】
（
明
治
初
期
ヵ
） 

【
作
成
】
広
重
印 

出
版
人
日
本
橋
通
一
丁
目 

大
倉
孫
兵
エ 

 

 

デジタル資料室 讃岐国白糖製造図・同三盆糖製造之図 

 



【
解
説
】 

こ
の
史
料
は
、
讃
岐
国
の
砂
糖
製
造
の
工

程
を
表
し
た
版
画
で
あ
る
。
左
上
に
詳
し
く

説
明
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
を
読

み
な
が
ら
絵
を
見
れ
ば
、
当
時
の
砂
糖
が
ど

の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
た
の
か
が
わ

か
る
。 

 

砂
糖
自
体
は
、
安
土
桃
山
時
代
以
前
に
も

流
通
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
貿
易
に
よ
る
輸

入
品
だ
っ
た
。 

し
か
し
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
鎖
国
政
策

に
と
も
な
い
輸
入
量
が
減
少
し
て
し
ま
う
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
甘
蔗
の
栽
培
が
奨
励
さ

れ
、
各
地
で
砂
糖
の
製
造
が
始
ま
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

讃
岐
国
の
糖
産
業
が
発
展
し
た
の
は
、
１

９
世
紀
初
め
、
文
化
年
間
（
１
８
０
４
～
１

８
年
）
ご
ろ
よ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。
特
に
高

松
藩
で
は
、
向
山
周
慶
の
指
導
に
よ
っ
て
上

等
品
の
製
造
に
成
功
し
、
産
額
に
お
い
て
も

品
質
に
お
い
て
も
最
高
水
準
で
、
舶
来
品
を

し
の
ぐ
と
ま
で
言
わ
れ
た
。 

生
産
が
落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、

天
保
６
年
に
保
護
奨
励
が
行
わ
れ
た
結
果
、

藩
・
民
と
も
に
収
入
が
増
大
し
た
。
こ
の
事

業
は
年
々
成
長
し
、
安
政
５
年
（
１
８
５
８

年
）
に
は
、
作
付
反
別
３
７
１
５
町
（
３
６
．

８
４㎢

 

）
、
製
糖
高
２
２
２
９
万
斤
（
１
３

３
７
４
ｔ
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

 

開
国
と
共
に
外
国
製
の
砂
糖
が
流
入
し
、

国
産
の
糖
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
た
。 

し
か
し
讃
岐
の
和
三
盆
は
、
現
在
で
も
高

級
品
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
所
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
検

索
い
た
だ
く
と
、
よ
り
高
精
細
な
画
像
が
閲

覧
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

【
翻
刻
文
】 

夫
甘
蔗

カ
ン
シ
ヤ

を
培
養
す
る
地
ハ
伊
勢 

尾
張
駿
河
紀
伊
阿
波
土
佐 

肥
前
讃
岐
薩
摩
等
也
就
中 

さ
ぬ
き
の
白
薩
摩
の
黒
糖 

ハ
国
中
第
一
と
す
甘
蔗
ハ 

蜀
黍
に
似
て
そ
の
長
サ 

一
丈
余
あ
り
立
冬
の
こ
ろ 

種
庶
を
ふ
せ
て
春
日
移
植
シ 

冬
至
に
折
採
リ
牛
に
引
せ
て 

石
車
に
て
搾 シ

ボ

る
甘
蔗
ニ
百
五
十 

目
一
日
搾
る
を
二
人
の
業
と
す 

  

搾 シ
ボ

り
た
る
汁
に
蛎
灰
を
和
し 

て
荒
釜
に
て
煎
じ
あ
く 

を
と
る
こ
と
数
回
に
し
て 

白
下
と
な
る
三
盆
ハ
白
下
百
斤
を 

九
個
の
布
に
包
ミ
船
に
入
て 

重
石
を
か
け
荒
密
を
し
ぼ
る
こ
と 

一
昼
夜
翌
日
取
出
し
て
ト
キ
板 

に
て
練
り

ネ

リ

又
袋
に
入
て
搾
る
斯
す
る 

こ
と
五
回
に
し
て
三
盆
糖
を
得
残
り
た
る 

荒 ア
ラ

密 ミ
ツ

に
て
白
糖
三
十
斤
を
得
る 

残
の
密
ハ
二
番
密
と
云
て
諸
方
へ
出
ス 

 

※
赤
札
の
部
分 

白
下
を
布
に
包
ム 

と
き
だ
い 

押
舟 
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【
用
語
解
説
】 

甘
蔗
・
・
・
サ
ト
ウ
キ
ビ
。
ち
な
み
に
甘
蔗
と
甘
藷
は
別
物
で
あ
る
。 

飢
饉
を
救
う
た
め
青
木
昆
陽
が
尽
力
し
た
の
が
「
甘
藷
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）」 

伊
勢
・
・
・
三
重
県
中
央
部 

尾
張
・
・
・
愛
知
県
西
半
部 

駿
河
・
・
・
静
岡
県
中
部 

紀
伊
・
・
・
和
歌
山
県
全
域
と
三
重
県
南
部 

阿
波
・
・
・
徳
島
県 

土
佐
・
・
・
高
知
県 

肥
前
・
・
・
佐
賀
県
全
域
と
、
壱
岐
・
対
馬
を
除
く
長
崎
県 

薩
摩
・
・
・
鹿
児
島
県
西
半
部 

蜀
黍
・
・
・
モ
ロ
コ
シ
。
イ
ネ
科
の
穀
物
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
は
違
う
。 

イ
ン
コ
が
よ
く
食
べ
て
い
る 

一
丈
・
・
・
３
ｍ
く
ら
い 

一
目
（
匁
）
・
・
・
３
．
７
５
ｇ
。
よ
っ
て
、
２
５
０
目
は
９
３
７
．
５
ｇ 

蛎
灰
・
・
・
牡
蠣
の
貝
殻
を
焼
い
た
灰
。
石
灰
の
代
用
品 

一
斤
・
・
・
６
０
０
ｇ
。
よ
っ
て
、
１
０
０
斤
は
６
０
ｋ
ｇ
、
３
０
斤
は
１
８
ｋ
ｇ
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